
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 みなさん、夏休みはいかがでしたか。幼小学部のみなさんは、お手伝いをしたり、新しい

挑戦をしたりして、自分のできることや良いところに気付いたでしょうか。中高校生のみな

さんは、職場体験や職場実習、これまでの学習を振り返り、自分の将来や、今やるべきこと

を考えることができたでしょうか。 

 ９月からも一緒に、自分を見つめたり、将来を考えたりしていきましょう。 

 

★★ 中学部「職業体験」について ★★ 
中学部は、キャリア教育の一環として、７月３日(水)、４日(木)の二日間、職業体験を行

いました。目的は、「施設利用者の仕事内容を知ったり、仕事の一部を体験したりすること

で、仕事に対する理解を深め、今後の進路選択に役立てる。」です。１年生は「NPO 法人六

星 ウイズ半田」、２年生は「NPO法人六星 ウイズ蜆塚」で体験しました。 

 

 「ウイズ半田」では、ボールプールで使用するカラーボールの洗浄や、車の部品を100個

ずつまとめる作業などを中心に行いました。しっかりと拭き上げること、数を間違えないよ

うにすること、物は丁寧に扱うことを意識して仕事を続けました。また、決められた数をや

り終えた後は、必ずスタッフの方に報告するようにしました。仕事をやる上での基本を学ぶ

ことができました。 

「ウイズ蜆塚」では、20個程度のキャラメルが入っている袋を箱に入れる作業や、５個

のみかんゼリーを入れるための箱の組み立てなどを中心に行いました。袋の厚みを均一に整

えてから箱に入れること、必ず折り目に合わせて箱を組み立てること、完成した商品がお土

産売り場に並ぶことを意識して仕事を続けました。責任を持って分業を行うことの大切さを

学ぶことができました。 

 

今回の体験は、自分の進路や将来の職業について具体的に考えるためのきっかけとなりま

した。さらに、12月にも二日間、違う場所での職業体験を行う予定です。 
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★★ ワンポイント情報 ★★ 
 

～視覚障害者の職業分類別割合～ 
 令和元年３月、厚生労働省の依頼を受けた独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機

構・障害者職業総合センターは、視覚障害者の職業について大規模な調査研究結果を発表し

ました。 

 これによれば、平成29～平成30年度の間に日本の全事業所で雇用されている身体障害者

の数は、43万3千人、この内、視覚障害者は3万6千人（8.3%）と推計されています。 

 下記の図表2-1は、調査対象となった1,446の事業所で働く視覚障害者の仕事内容を示し

たものです。 

最も多いのは、あん摩マ

ッサージ指圧師（32.4%）

となっています。その他に

もビル・建物清掃員や総合

事務員、工場労務作業員、

施設介護員など、幅広い仕

事についていることが分か

ります。幼児、児童、生徒

の皆さんの将来の仕事につ

いて考えたとき、夢が広が

ります。 

 

  

◇視覚障害者の雇用等の実

状及びモデル事例の把握に

関する調査研究｜障害者職

業総合センター NIVR 

 詳細については、下記の

QR コードや ULR からセン

ターの HP を御覧くださ

い。 

 

 

 

 

 

https://www.nivr.jeed.go.jp/research/report/houkoku/houkoku149.html#honbun 

 

 わからないことがありましたら、進路指導課までお気軽にお尋ねください。

それではまた、次号でお会いしましょう。 

※進路だよりに掲載するため、表の一部を省略しました。 


